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Ⅰ．はじめに
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し、桐蔭論叢 39 号から 42 号までの継続とし
て研究をすすめてきたものを現段階の進捗状
況と今後の展望を示すに留まる。さらに次号
では研究ノートとして 39～42 号までにまと
めた内容と本号での内容に関する精査をすす
め、『青年修養訓』における武道教育の死生
観の様相を明らかにすることを今後の課題と
したい。
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養訓」第五十，pp.420–421，第一巻，五月
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